
 

 

 

 

 

 

発掘調査速報展 

「鳥取西道路の遺跡を掘る-発掘調査の最新成果－」を開催します 
 

（公財）鳥取県教育文化財団では、一般国道９号（鳥取西道路）の改築に伴う発掘調査を実施し、現在

は報告書作成のため遺跡から出土した土器などの遺物の整理作業を行っています。 

その過程で発見された出土品や得られた新たな知見を広く公開するため、下記のとおり発掘調査速報展

を開催します。 

ついては、事前の告知及び取材等、記事として取り上げて御紹介していただきますようお願いします。 

 

記 

 

１ 会期・会場 

（１）会 期  平成２９年１月２４日（火）～３月２０日（月・祝） 

（休館日：１月３０日（月）、２月６日（月）） 

（２）会 場  鳥取県立博物館 歴史・民俗展示室 歴史の窓コーナー 

       （常設展の入館料が必要です） 

 

２ 展示内容 

 （公財）鳥取県教育文化財団が、平成２７年度までに発掘調査を実施した下坂本
しもさかもと

清合
せいごう

遺跡、高住
たかずみ

牛
うし

輪
わ

谷
だに

遺

跡、高住
たかずみ

宮ノ谷
みやのたに

遺跡についての調査成果を展示します。 

 

（１）下坂本
しもさかもと

清合
せいごう

遺跡（鳥取市気高町下坂本） 

 下坂本清合遺跡から出土した漆器は、平安時代後半から

鎌倉時代初め（約８００～９００年前）に、律令制度の崩

壊とともに工人たちが地方へ拡散し、作り方を簡素化した

もので、漆器が幅広く普及し始めた頃のものです。これほ

ど良好な状態で大量に出土したのは全国で初めてです。漆

絵が描かれた漆器としても初現期のものです。 

（２）高住
たかずみ

牛
うし

輪
わ

谷
だに

遺跡・高住
たかずみ

宮
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ノ
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遺跡（鳥取市高住） 

 高住牛輪谷遺跡は古墳時代終わり頃（約１４００年前） 

を中心とした遺跡、高住宮ノ谷遺跡は縄文時代～中世（約８

５００～５００年前）にかけての遺跡です。この２遺跡では

特異な「付属かまど付移動式かまど」が出土しており、湖山

池南岸地域に特有のものであることが判明しました。 

 

３ 問い合わせ先 

公益財団法人鳥取県教育文化財団 調査室 （担当：茶谷） 

 〒680-1133 鳥取市源太１２番地 

電 話 ０８５７－５１－７５５３ 

ﾌｧｸｼﾐﾘ ０８５７－５１－７５５０ 

E-mail tottori-kyobun@kyobun.sakuratan.com 

資料提供 

平成２９年１月１８日 

担当課 

(担当者) 

(公財)鳥取県教育文化財団 

(担当：茶谷) 

文化財課 

（担当：野口） 

電話 0857-51-7553 26－7934 

 

高住牛輪谷遺跡出土「付属かまど付移動式かまど」 

（古墳時代終わり頃） 

下坂本清合遺跡出土漆器 

（平安時代後半～鎌倉時代初め） 


